
発達保育実践政策学センター（東京大学大学院教育学研究科附属研究機関）では

子ども・子育て支援新制度施行元年である２０１５年度に２つの大規模調査を実施した。
今回は調査で明らかにされた「現場の声」をもとに我が国の実態を紐解きながら、保育・幼児
教育の質の保障と向上に向けた『次の布石』を、参加者の皆様と一緒に探っていきたい。

１）全国保育・幼児教育施設大規模調査【日本初！】
認可保育所、幼稚園、認定こども園、小規模保育所、認可外保育施設（地方単独事業を含む）計２万余施設の保育者
約９万人に、保育実践や労働の実態について伺い、７千余施設３万７００人から回答を得た。

２）乳幼児期の保育・教育の質保障に関する自治体調査【日本初！】
全国自治体約１７００の首長と子ども・子育て支援担当部局担当者に保育・子育て支援行政の実態や課題を伺った。

▼調査解説／秋田喜代美（東京大学教授・センター長）・遠藤利彦（東京大学教授・副センター長）
村上祐介（東京大学准教授・センター運営委員）

▼指定討論／小松親次郎（文部科学審議官）・成澤廣修（文京区長）
無藤隆（白梅学園大学教授・内閣府子ども子育て会議座長）※順不同

▼まとめと今後に向けて／大桃敏行（東京大学大学院教育学研究科長）

２０１６．９.１７（土） １３時～１７時[開場１２時]

安田講堂[東京大学本郷キャンパス]

事前申込制・先着１０００名
センターＷｅｂサイトよりお申し込みください http://www.cedep.p.u-tokyo.ac.jp/
開場から開演まで『関連ＳＥＥＤ研究ポスター発表』を開催いたします
お問い合わせ先／発達保育実践政策学センター ✉cedep@p.u-tokyo.ac.jp

主催：東京大学大学院教育学研究科附属 発達保育実践政策学センター
後援（申請中）：文部科学省・厚生労働省・内閣府・国立教育政策研究所・文京区

全日本私立幼稚園幼児教育研究機構・全国保育協議会・全国認定こども園協会
全国小規模保育協議会・日本赤ちゃん学会・日本発達心理学会（順不同）

今、日本の保育の真実を探る
～九万人の保育者と千七百カ所の自治体関係者の声を聴く～

コピーライト w/b / PIXTA(ピクスタ)

2016年度発達保育実践政策学センター公開シンポジウム



開演まで

12:00-
13:00

関連ＳＥＥＤ研究 ポスター発表

第１部

13:00-
14:35

開会挨拶 南風原朝和（東京大学理事・副学長）

センター長挨拶 秋田喜代美(東京大学大学院教育学研究科教授）

大規模調査概要説明 野澤祥子(センター准教授)

全国保育・幼児教育施設大規模調査《結果報告》
淀川裕美(センター特任講師）
高橋翠(センター特任助教)

全国保育・幼児教育施設大規模調査《解説》
秋田喜代美（同上）
遠藤利彦（東京大学大学院教育学研究科教授）

第２部

14:55-
17:00

乳幼児期の保育・教育の質保障に関する
全国自治体調査《結果報告》

関智弘（センター特任助教）

乳幼児期の保育・教育の質保障に関する
全国自治体調査《解説》

村上祐介（東京大学大学院教育学研究科准教授）

指定討論・まとめ

指定討論
登壇者紹介：渡辺はま（東京大学大学院教育学

研究科特任准教授）

小松親次郎（文部科学審議官）

成澤廣修（文京区長）

無藤隆（白梅学園大学教授・内閣府子ども子育て
会議座長）

まとめと今後に向けて 遠藤利彦（同上）

閉会挨拶 大桃敏行（東京大学大学院教育学研究科長）

【プログラム】

【２０１５年度関連ＳＥＥＤSプロジェクト 研究課題一覧】

【書籍案内】

「あらゆる学問は保育につながる~発達保育実践政策学の挑戦~」が本年３月に
東大出版会より上梓されました。ISBN：978-4-13-051333-3

▼子育て・保育部門 子どもの遊び観：幼児期から児童期へ／保育者の「専門性」とは何か？：読み
聞かせ場面における児への関わりとエモーショナル・ワークに着目し、その個人差と帰結を探る／子
どもの社会性発達を促す保育者の関わりとは何か？：典型（幼稚園・保育所）/非典型（病院内病児保
育）場面に着目して／育児期における母の心身の健康維持を目的とした生体リズム調整手法の開発／
保育施設の食事場面における保育者の専門性

▼発達基礎部門 乳幼児施設のパタン・ランゲージの構築／超低出生体重児の保育状況に関する調査
／ことばの学習を支える子どもの社会的能力と子どもへの言語入力／乳児を対象とした活動ログ計測
技術の開発

▼政策部門 保育・就学前教育政策の形成・実施過程に関する研究／
シティズンシップ教育としての就学前教育の可能性
―「自然保育」を通した保育実践及び政策の理論的検討―

▼人材育成部門 保育者による保育研究の歴史的展開／
保育者養成の高学歴化に関する研究

『関連ＳＥＥＤＳプロジェクト』とは乳幼児に関する自然科学諸分野、人文科学、社会科学等、各々の領域
で実施されてきた学術研究知見を集約・発展させ、子育て・保育の質向上という社会還元をめざす学術領域
である「発達保育実践政策学」に合致する研究を、東京大学大学院教育学研究科を核として展開していくた
めに実施している研究プロジェクトです。

第１部・第２部 総合司会：多賀厳太郎（東京大学大学院教育学研究科教授）


